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規約と綱領からの逸脱は明らか
――松竹伸幸氏の一連の言動について

赤旗編集局次長　藤田健

　元日本共産党本部職員で「現役日本共産党員」を名乗る松竹伸幸氏が、記者会見、最近出版した
本、ネットＴＶ、週刊誌などで「党首公選制」を主張しています。

自ら同意したはずの党規約に違反する行為

　まず指摘しておかなければならないのは、松竹氏の行動が党のルールに反していることです。党規
約では、党員は、「中央委員会にいたるどの機関にたいしても、質問し、意見をのべ、回答をもとめ
る」（第５条第６項）ことができるとしています。松竹氏も「党首公選制」を実施すべきだという意
見があるなら、中央委員会に対しても幹部会や常任幹部会に対しても、そうした意見をのべる権利が
ありました。しかし、松竹氏が、そうした行動をとったことは、これまでただの一度もありません。
異論があれば党内で意見をのべるということを一切しないまま、「公開されていない、透明でない」
などと外からいきなり攻撃することは、「党の内部問題は、党内で解決する」（第５条第８項）とい
う党の規約を踏み破るものです。

　「党首公選制」についていえば、日本共産党の規約が、党員の直接投票によって党首を選出すると
いう方式をとっていないことには理由があります。そうした方式を実施するならば、理の必然とし
て、各候補者が多数派を獲得するための活動を奨励する――派閥・分派をつくることを奨励すること
になっていくからです。

　日本共産党は、旧ソ連や中国の干渉によって党が分裂した「５０年問題」という痛苦の体験を踏ま
え、規約で、「党の意思決定は、民主的な議論をつくし、最終的には多数決で決める」「決定された
ことは、みんなでその実行にあたる」「党内に派閥・分派はつくらない」という民主集中制を組織原
則として明記（第３条）しており、「党首公選制」という主張は、規約のこの原則と相いれないもの
です。

　そして党規約には、次のように明記しています。

　「党の諸決定を自覚的に実行する。決定に同意できない場合は、自分の意見を保留することができ
る。その場合も、その決定を実行する。党の決定に反する意見を、勝手に発表することはしない」
（第５条第５項）

　松竹氏の行動は、党の決定のなかでも綱領とならんで最も重い決定である党規約に反する意見を、
党内で主張することもせず、勝手に発表したものであって、松竹氏自身も同意したはずの党規約に違
反する行為です。

　松竹氏は「党規約に反することのないよう、慎重にやっています」などと言っていますが、それは
党規約をまったく理解していないものと言わなければなりません。

「安保条約堅持」と自衛隊合憲を党の「基本政策」にせよと迫る

　それでは松竹氏は、何のために「党首公選制」なる主張をとなえているのか。
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　松竹氏は、１９日の記者会見で、２０２１年の総選挙で日本共産党が「安全保障問題、とりわけ自
衛隊問題での野党間の違いを克服できなかった」などとして、それが野党共闘の失敗の原因であるか
のようにいいます。そして、「『政権共闘の議論の対象になる』というぐらいのもの（政策）は提示
する必要がある」として、安保・自衛隊政策を転換するよう主張しています。

　それでは提示すべき政策とはなにか。松竹氏は新たに出版した本のなかで、次のようにのべていま
す。

　「共産党が現段階で基本政策として採用すべきだと私が考えるのは、結論から言えば、『核抑止抜
きの専守防衛』である。日本は専守防衛に徹するべきだし、日米安保条約を堅持するけれども、アメ
リカの核抑止には頼らず、通常兵器による抑止に留める政策である」

　これは、日本共産党の綱領の根幹をなす、国民多数の合意で日米安保条約を廃棄するという立場を
根本から投げ捨て、「日米安保条約の堅持」を党の「基本政策」に位置づけよという要求にほかなり
ません。

　松竹氏は、「専守防衛」を党の「基本政策」に位置づけることも主張しています。いま私たちは、
「専守防衛」さえ覆す岸田内閣の大軍拡に反対する国民的多数派をつくるために奮闘しており、「自
衛隊は合憲」と考えている多くの人々とも、「岸田内閣の大軍拡を許すな」という一点で広く協力し
ていくことを願っています。しかし、そのことと、「専守防衛」を党の「基本政策」に位置づけるこ
ととは全く性格を異にした問題です。「専守防衛」とは、自衛隊合憲論を前提とした議論だからで
す。結局、松竹氏の主張は、自衛隊は違憲という党の綱領の立場を根本から投げ捨て、自衛隊合憲論
を党の「基本政策」に位置づけよという要求にほかなりません。

「綱領の枠内」という言い訳は通用しない

　松竹氏は、自身のこうした主張を、「綱領の枠内」のものと言い訳をしていますが、驚くべき主張
というほかありません。

　党綱領では、日米安保条約について、「日本を守る抑止力」どころか「日本をアメリカの戦争にま
きこむ対米従属的な軍事同盟条約」（第４項）と規定し、「日米安保条約を、条約第十条の手続き
（アメリカ政府への通告）によって廃棄し、アメリカ軍とその軍事基地を撤退させる。対等平等の立
場にもとづく日米友好条約を結ぶ」（第１３項）と、日米安保条約廃棄の旗を高々と掲げています。

　自衛隊については、「国民の合意での憲法第九条の完全実施（自衛隊の解消）に向かっての前進を
はかる」（第１３項）と明記していますが、ここには自衛隊が憲法違反であるという認識と、自衛隊
解消によって憲法９条の完全実施に進むという目標がはっきりのべられています。

　党綱領のこれらの根本的命題を投げ捨て、「日米安保条約の堅持」と自衛隊合憲論を党の「基本政
策」に位置づけよと主張しながら、自分の主張を「綱領の枠内のもの」と強弁する。いったい松竹氏
は、長い間党に在籍しながら、綱領を真剣に学んだことがあるのでしょうか。

　日本共産党に対して、日米安保容認、自衛隊合憲の党への変質を迫る議論は、総選挙以来、自民党
や一部メディアによって、執拗（しつよう）に繰り返されてきた攻撃です。松竹氏の行動は、“日本共
産党という党の存在に期待している”といった装いをこらしながら、こうした攻撃に押し流され、迎
合したものと言わざるをえません。
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そ
う
思
わ
な
い
」
と
す
る
図
書
金
@
ω
匝
の
な
い
と
と
が
、
子
育
て
に

政
治
の
姿
境
変
え
な
け
わ

主

合
は
1
8
3
8

万
円
か
か
っ
て
い
ま

す
。
非
正
規
雇
用
な
ど
不
安
定
で
収
入

の
少
な
い
若
者
に
と
っ
て
、
教
室
軽
小
申
学
校
の
給
食
費
を
国
皇

減
は
子
ど
も
房
持
つ
た
め
に
は
極
め
て
無
償
化
す
る
と
と
は
待
っ
た

な

切
実
で
す
。
日
本
財
団
が
先
月
6

日
発
す
。
高
校
無
償
位
を
進
め
る
と
h

表
し
た
若
い
世
代
へ
の
意
融
調
査
(
臼
可
欠
で
す
。
大
挙
牟
賓
の
無
慣
炉

心
3
m
m歳の1
0
0
0

人
が
回
答
し
た
イ
ざ
し
、
当
面
半
額
に
す
る
と
と

は

ン
タ
l

ネ
ッ
ト
調
き
で
も
、
実
施
し
で
す
。
日
本
狙
自
の
高
す
ぎ
る
孔

て
砥
し
い
少
平
危
対
策
も
な
く
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
涯

\
D

主
こ
は
「
警
護
化
」
が
要
の
詩
季
金
を
霊
的
に
世

J
r
u

品
f
，
V

羽
・3
婦
と
第1
位
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

し
た
。
国
際
水
準
か
ら
も
立
ち
遅
れ
で

岸
田
喜
帯
稽
は1
月
の
施
政
宵
針
子
ど
も
関
連
予
建
教
育
費
へ
の
・

演
説
で
「
次
元
の
異
な
る
少
子
化
対
支
出
を
大
幅
に
増
額
す
る
時
で
す

策
」
を
表
明
年
院
し
た
が
、
教
育
費
の
教
育
予
算
を
ほ
と
ん
ど
増
や
さ

司

軽
減
策
が
あ
り
ま
せ
ん
。
首
相
が
演
説
窃
箭
の
大
軍
拡
に
税
金
を
つ
ぎ
込

吾

で
触
れ
た
「
出
憎
革
い
型
の
聾
藍
ゐ
翻
田
政
権
の
姿
勢
は
垣
本
的
に
間
違

­

塵
は
、
車
業
半
年
か
ら
返
済
が
求
め
い
ま
す
。
軍

一拡
を
許
さ
ず
、
子
育
ザ

ら
れ
る
仕
組
み
で
あ
り
、
「
負
担
は
宣
教
育
予
算

一を
増
や
せ
の
世
静
佳
広
司

い
」
と
批
判
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
と
が
急
か
れ
ま
す
。

張|

「
子
育
て
に
優
し
い
国
」

一
減
一
一

量
一
が
m
i
M
Wで
ト
ッ
プ
で
し
た
。
「
そ

一
の
一
一
う
恩
つ
」
は
震
の
鈎
・

3

俗
で
す
。

一
担
一
一
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
「
そ
う
思
わ
な

一
負
一
い
」
は
2
i

婦
、
「
そ
う
恩
つ
」
は
町

一
貫
一
・1婦
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス

一
育
一
も
「
ぞ
う
恩
わ
な
い
」
げ
・

6
々
「
そ

一
教
一
て
つ
思
う
」
位
・

0
婦
で
、
日
本
と
は
際

「

|

L

立
っ
た
遣
い
を
見
せ
て
い
ま
す
白 希

望
を
持
て
る
社
会
の
土
台
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

文
部
制
単
舎
の
子
ど
も
の
「
単
留
費

調
書
(
幻
年
借
り
で
は
、
幼
稚
園

3
歳

児
S
裏
雲
で
の
お
話
平
均
で
マ

全
て
公
立
の
場
合
は57
4
万
円
マ
小

中
が
公
実
幼
稚
園
と
高
校
が
私
立
の

場
合
は7
8
1

万
円
マ
全
て
私
立
の
場

若
い
世
代
の
切
実
な
要
求

2023 
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一
一
一

を

沖
縄
県
議
会
に
石
垣
島
の
市
民
陳
情

宣
言
前
も
指
一
不
可
能
に

新
型
イ
ン
フ
ル
特
措
法
改
定
案
閣
議
決
定

と
を
確
認
し
て
い
る
」
主
に
も
さ
い
て
星
雲
一

三

与
那
国
島
や
宮
古
島
の
住
民
も
一
強
調
。
「
と
の
精
神
に
立
を
図
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
一

t

一
て
ほ
両
国
に
か
か
わ
る
間
一
の
と
と
が
安
全
の
確
保
や
一
園
田

石
垣
島
曾
縄
県
石
垣
一
「
石
垣
島
に
軍
事
基
地
一
層
を
、
外
受
的
忠
告
箇
宇
一
安
心
に
つ
な
が
る
」
な
ど
一
喝
賊

赤
市
)
の
市
民
ち
は

7

日
、
一
を
つ
く
ら
せ
な
い
市
民
連
一
段
に
よ
り
解
決
で
き
る
は
一
と
訴
え
て
い
ま
す
。
一
ー

薬
開
諸
島
や
台
湾
有
事
な
一
絡
会
は
陳
情
藁
ミ
旦
ず
」
だ
と
し
て
い
ま
す
。
一
台
湾
や
尖
閣
諸
島
に
近
一

一
ど
日
本
と
申
国
聞
を
め
ぐ
一
中
共
同
声
明
」

(
1
9
7一
石
垣
島
の
住
民
に
先
立
一
聾
す
る
石
垣
島
な
ど
の
先

一

五
盟
零
平
和
外
受
に
基
五
年
￥
、
「
日
中
平
要
一
三
番
属
品
宮
古
島
の
一
島
諸
島
で
は
、
「
儒
発
的
一

一
づ
き
解
決
す
る
よ
う
、
政
一
好
条
約
」
(
河
年
)
を
あ
一
住
民
一
色
も
県
議
会
に
そ
れ
一
な
武
力
衝
突
に
よ
り
戦
争
一
県
聾
会
に
陳
情
・
を
提
出

一
府
区
要
請
す
る
「
意
見
一
げ
、
「
す
べ
て
の
紛
争
を
一
ぞ
れ
陳
情
。
「
日
中
政
府
一
へ
と
誌
大
す
る
恐
怖
を
身
一
し
た
経
緯
に
つ
い
て
記
者

一
曹
の
裏
を
猛
毒
一
平
和
的
震
に
よ
り
解
決
一
聞
に
考
え
方
の
霊
ま
あ
一
近
と
感
じ
て
い
る
」
な
ど
一
会
事
る
言
に
畢

-
一
一
;
一
}
一
墓
地
を
つ
く
ら
ぜ
な
い
市

会
に
求
め
た
と
と
を
明
色
一
し
、
蛮
力
ま
た
は
蛮
力
に
一
っ
た
と
し
て
も
、
と
れ
ま
一
の
不
安
の
声
が
あ
が
っ
て
一
再
軍
登
戸
一
の
メ
ン
バ
ー
ら

か
に
し
ま
し
た
。
一
よ
る
威
場
に
訴
え
な
い
と
一
で
重
ね
て
き
た
外
受
成
果
一
い
ま
す
。

A
t

目
、
石
署

庫
国
政
権
は7
目
、
新
一
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。
部
長
・
首
相
む
を
霞
置

2

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
尋
対
百
閣
官
房
に
「
肉
踊
感
染

一た
時
警
し
ま
す
ロ
墓

策
特
則
据
置
法
と
内
閣
法
一
症
信
穏
管
理
統
括
庁
」
を

一は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
札

の
改
定
案
を
閣
議
決
定
し
一
創
蔵
す
る
と
と
も
含
ん
で

一ス
感
梁
症
へ
の
対
厄
を
堕

ま
し
た
。
国
民
生
活
や
経
一
い
ま
す
。

一ま
え
、
撞
密
葬
動
の
討

済
に
軍
穴
な
影
響
を
及
ぼ
一
首
相
の
指
示
権
発
動
は
一
倒
し
で
迅
連
な
対
応
を
訴

す
感
染
症
が
諮
生
し
た
場
一
現
在
、
緊
急
事
態
宣
言
や
一
能
に
す
る
と
し
て
い

害

合
、
都
道
府
県
知
事
な
ど
一
ま
ん
延
防
止
等
軍
点
措
置

一す
。

に
対
す
る
首
相
の
撞
否
程
一
の
発
令
中
に
限
定
。
と
れ

一
た
だ
、
核
府
は
各
省
の

発
動
和
前
恒υ
す
る
と
と
一
を
政
府
が
対
策
本
部
(
本

一事
務
連
結
な
ど
を
通
じ
で

党
攻
撃
と
か
く
乱
の
宣
言

松
竹
伸
幸
氏
の
言
動
に
つ
い
て

し
た
と
と0
.

と
う
し
た
わ
が
覚
に
た
い
す

る
不
当
な
攻
曹
を
公
録
と
行
う

ζ
と
は
、
「
覚
の
統
一
と
団
結

に
努
力
し
、
党
に
敵
対
す
る
行 為

は
お
と
な
わ
な
い
」
(
規
約

第
5

条
2
E
Gな
ど
に
反
す
る

重
大
な
規
樟
違
反
で
あ
る
と
と

は
、
あ
ま
り
に
も
朗
ら
か
で

す
。

分
の
対
象
に
な
っ

に
の
べ
て
い
ま
す

量
茎
を
皐

よ
う
に7j
分
派
活F

て
い
る
の
は
、
出一

で
は
な
く
、
鈴
木
守

で
すげ
と
均
四
間
宮

鳥
禁
民
登
m

で
き
なm
wで
い
ま
+

覚
内
に
分
派
を「

を
攻
撃
す
る
と
と

に
探
聞
ゆF分
派
ほ

ど
一一〈
規
約
第3
事

反
す
る
」
置
失
な
頬

す
。と

の
よ
う
花
松
桁

分
派
活
動
に
つ
い
て
一
切
の
弁
明

が
で
き
ず

書
記
局
次
長

土
井

洋
彦

さ
ら
に
軍
大
な
と
と
は
、
松
無
理
を
し
て
阜
め
に
書
き
上
げ

竹
民
が
、
党
攻
撃
の
た
め
の
分
て
い
た
だ
い
た
」
と
の
べ
て
い

派
活
動
を
行
っ
た
と
と
で
す
。
ま
す
。
覚
の
聞
き
取
り
に
対
し

松
竹
氏
は
、
「
分
派
活
動
の
実
て
、
と
の
本
の
「
申
身
は
知
つ

賓
が
な
い
」
戸
轟
品
閉
し
て
い
ま
て
い
た
」
と
認
め
て
い
ま
す
。

す
が
、
事
実
は
明
瞭
で
す
。
と
れ
ち
は
、
鈴
木
元
民
の
本
の

松
竹
氏
自
身
が
遍
刊
文
内
容
が
覚
攻
事
で
あ
る
こ
と
を

書
1

月
初
島
で
、
日
本
共
知
り
な
が
ら
、
そ
の
発
刊
を
督

産
党
に
対
し
て
「
お
よ
そ
近
代
但
レ
た
と
と
を
自
ら
明
ち
か
に

政
党
と
は
雷
い
魅
い
肩
人
独
し
た
も
の
で
す
。
乙
の
行
為

裁
』
的
覚
運
賞
」
な
ど
と
攻
撃
が
、
覚
攻
撃
の
た
め
の
分
派
活

審
醤
き
連
ねF立
町
木
元
民
の
本
動
に
あ
た
る
と
と
は
当
然
で
松
竹
民
の

h
，

「
会
見

(
1月
発
行
)
.
に
つ
い
て
、
「
本
す
。
め
-
軍
‘
な
否
む
ほ

i

当
は
唇
沼
ろ
に
出
す
つ
も
り
だ
総
忽
却
の
「
会
屋
で
は
、

・
由
也
市
似
勝
清
短
分
を

ゆ
化
の
方
間
限
Ji買
収
藤
繍
肝
心
m
u節
密
室
め
倒
捺
陀
湾
と
れ
射
台
第
六
参
院
選

応
ー
'
地
想
現
嗣
園
地
一

2
aす
い
て
は
ま
っ
た
く
触
れ
な
い
ま
を
議
め
る
と
し
、
そ

h

よ
』
と
雷
っ
て
、
鈴
木
民
に
は
ま
、
出
版
ぞ
れ
自
体
か
険
名
処
す
も
た
め
に
、
覚
円

一

会
の
発
表
文
「
松
析
伸
幸
氏
の
く
党
首
選
出
肯
選
や
覚
醤
管
に

険
名
処
分
に
つ
い
て
」
〈
「
し
ん
つ
い
て
、
「
覚
内
に
存
在
す
る

ぷ
ん
赤
旗
」7
日
付
)
が
く
わ
異
論
を
可
視
化
す
る
よ
う
に
な

し
く
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、
自
っ
て
い
な
い
」
、
「
国
民
の
目
か

ら
の
意
見
を
、
覚
規
約
が
定
め
ら
見
る
と
、
共
産
党
は
異
踏
の

た
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
表
明
す
な
い
〈
あ
る
い
は
そ
れ
審
評
さ

る
と
い
う
と
と
を
一
度
も
し
な
な
い
)
政
覚
だ
と
み
な
さ
れ

い
ま
ま
、
突
然
、
覚
規
約
と
覚
る
」
な
ど
と
攻
撃
し
た
と
と
。

網
慣
に
対
す
る
攻
撃
を
開
始
しl
!

日
米
安
保
条
約
廃
棄
、

ま
ず
明
確
に
し
て
お
き
た
い
が
、
松
竹
民
の
除
名
処
分
は
、

.

た
と
と
を
、
問
題
に
し
て
い
る
自
衛
隊
の
段
障
問
解
消
の
方
針

乙
と
は
、
メ
デ
ィ
ア
各
社
は
、
「
覚
首
公
選
制
」
と
い
う
意
見
の
で
す
。
な
ど
、
覚
綱
領
と
、
綱
領
に
も

「
貧
」
で
の
松
竹
民
の
蓄
を
持
っ
た
と
と
に
よ
る
も
の
で

1
1

「
審
会
荷
な
る
寄
港
翠
界
遺
獲

を
ひ
い
て
、
吾
首
公
書
揮
は
な
い
と
れ
る
押
さ
率
。
覚
筆
翠
事
者
醤
還
締
結
樹
齢
義
務
資
議

京
都
南
埴
区
蚕
員
会
笹
包
嚢
員
公
黙
と
仔
ヲ
己
主
も
に
、
そ
-
和
書
に
な
っ
℃
い
る
」
「
あ
ま
り

会
と
京
都
府
委
員
会
常
任
委
員
と
一
一
体
に
、
覚
規
約
に
も
と
づ
に
己
都
合
挙
事
」
な
ど
と
攻
撃

と :覚
書 :j肉
いに
故直

京
都
南
地
区
常
停
委
員
会
か
の
内
容
は
、
日
本
共
産
覚
に
対

色
険
各
処
分
を
受
げ
た
松
竹
伸
す
る
攻
皐
・
か
く
乱
者
と
し
て

宰
民
が6
目
、
日
本
記
者
ク
ラ
の
姿
を
あ
ち
わ
に
す
る
も
の
と

プ
で
「
会
田
邑
し
ま
し
た
。
そ
な
っ
て
い
ま
す
。

問
題
は
規
約
と
綱
領
へ
の
攻
撃
を

開
始
し
た
こ
と
に
あ
る

.干舟E方=-ー
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ii141iiii長

喜
一
沢
(
青
森
園
。
や
横
須
賀

そ
(
神
奈
川
県
)
に
も
あ
り
、

】
て
一
沖
縄
だ
げ
の
問
題
で
は
な

さ
=
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

T可
能
に

~
案
閣
議
決
定

い
」
(
規
約

」
に
反
す
る

』
あ
る
と
と

明
ち
か
で

7T 

明
L書
き
上
げ

」
の
べ
て
い

峨
り
に
対
し

申
身
は
知
っ

」
い
ま
す
。

ん
民
の
本
の

ωる
と
と
を

り
発
刊
を
督

ロ
明
ら
か
に

と
の
行
為

り
の
分
派
活

一
は
当
然
で

t 出 E
E 係で
、に bま
ミ・っ 、

分
の
対
象
に
な
っ
た
か
の
よ
う

に
の
べ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

「
発
表
き
を
み
れ
ば
わ
か
る

よ
ラ
に
、
分
派
活
動
と
批
判
レ

て
い
る
の
は
、
出
版
ぞ
れ
自
体

で
は
な
く
、
鈴
木
民
と
の
関
係

で
す
。
と
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
松
竹
民
は
一
切
の
弁
明
が

で
き
な
い
で
い
ま
す
。

覚
内
に
分
派
を
つ
く
っ
て
覚

を
攻
撃
す
る
と
と
は
、
「
党
内

に
派
閥
・
分
派
は
つ
く
ち
な

い
」
入
規
約
第
3

条
4
8
に

反
す
る
重
大
な
規
律
遣
反
で

す
。と

の
よ
う
に
松
竹
民
に
対
す る

験
名
処
分
は
、
彼
が
あ
れ
と

れ
の
主
彊
を
持
っ
て
い
る
か
ら

で
は
な
く
、
質
規
約
を
踏
み
に

じ
っ
て
覚
を
攻
躍
し
た
と
と
に

よ
る
も
の
で
す
。
わ
が
貨
が
、

覚
規
約
に
も
と
づ
き
、
と
う
し

た
攻
撃
か
ら
覚
を
守
る
と
と

は
、
憲
法
幻
条
に
保
障
さ
れ
た

「
結
社
の
自
由l
J

「
政
党

に
対
し
て
は
、
高
度
の
皇
室

と
自
樟
性
を
与
え
て
皇
請
に

組
織
軍
習
を
な
し
う
る
自
芭

(
1
9
8
8年
ロ
月
初
日
、
最

高
裁
判
決
)
に
も
と
づ
く
当
然

の
権
利
で
す
。

党
内
に
自
ら
の
同
調
者
を
つ
の
る

と
言
い
放
つ

韓
民
の
「
会
里
で
き
わ

め
ぞ
重
大
な
と
と
は
、
彼
が
、

自
ら
の
除
名
処
分
を
宋
限
」

と
レ
て
覚
大
会
に
逗
播
査
」

E

を
久
J
R
u
d
-
J、
弘
、
1
与
量
S
7

同
調
者
を
つ
の
る
と
と
を
宣
言

し
て
い
る
乙
と
で
す
。
松
竹
民

は
、
「
ま
わ
り
の
共
産
党
里

か
ち
「
い
ろ
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

F
き
亡

A
1
5
-
』
-
っ
て
、
突
っ

に
よ
る
爪
曲
-
原
子
爆
弾
禎
す
と
と
。
実
質
賃
金
が
低
急
事
態
条
項
」
の
導
入
の
と
。

用
を
絶
対
に
許
さ
ず
、
唯
下
し
続
甘
る
な
か
、
実
効
た
め
の
改
憲
に
反
対
す
る
ロ

.
Y
ェ
ン
ダl
平
等

一
の
戦
争
被
爆
園
田
本
と
住
の
あ
る
賃
上
げ
政
策
を
と
と
。
の
取
り
組
み
を
強
犯
す
る

し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
確
立
す
る
と
と
。
低
所
得m.

日
本
学
術
会議
の
と
と
。

停
戦
に
向
廿
て
の
外
受
努
層
へ
の
支
軍
要
禿
実
す
舎
量
零
に
第
三
者
を
闘
m
.
統
一
墾
冨
(
更
冨
)

力
を
仔
う
と
と
。
る
と
と
。
与
さ
せ
る
関
連
法
改

E
に
介
首
民
党
と
の
癒
着
の
造

5
.

原
発
再
禄
働
、
使
8
.

貧
困
と
格
差
を
創
つ
い
て
は
、
開
会
蟻
の
独
及
と
、
反
社
会
団
体
で
あ

周
期
間
延
畳
、
新
型
原
品
売
り
出
す
新
自
由
主

犠
路
守
在
を
侵
害
す
る
政
府
介
る
統
一
斐
寄
金
貌
の
解

の
開
発
な
ど
原
発
推
進
路
線
、
ア
ペ
ノ
ミ
ク
ス
の
政
入
で
あ
り
、
反
対
す
る
と
明
、
被
害
者
教
済
に
取
り

腺
に
反
対
す
る
こ
と
。
策
転
換
を
恩
@
こ
と
。
と
。
組
む
と
と

0

6
.
気
候
変
動
対
策
を
9
.
9
条
改
憲
な
ど
一
u
.
再
提
出
さ
れ
た
入
H
.
泰
友
、
加
計
、
桜

強
化
す
る
と
と
白
弁
的
な
改
憲
強
行
に
反
対
笹
難
民
法
改
定
案
に
つ
い
を
見
る
会
の
徹
底
追
及
、

7
.
物
価
高
膿
対
策
、
す
る
と
と
。
特
に
、
衆
議
て
は
、

2
0
2
1

年
に
魔
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
疑
獄
な
ど

コ
ロ
ナ
対
策
#
張
本
的
に
院
憲
法
書
妻
冨
で
語
論
さ
案
と
な
っ
た
当
初
案
の
骨
自
公
政
権
の
権
力
の
私
物

充
実
さ
せ
、
市
民
生
活
を
れ
て
い
る
、
国
会
譜
員
の
格
が
維
持
さ
れ
て
お
り
、
化
・
犯
罪
を
追
及
す
る
と

保
障
す
る
政
策
を
打
ち
出
符
期
延
長
に
関
わ
る
「
緊
引
き
続
き
反
対
す
る
と

時と
。

岸田
令都合あ怪

訓潟、z.? ;##i恥

岸田さんは安倍さんより岸さんに近いのでは?
酋固としと

回序
B~和の妖怪

「
私
が
い
い
た
い
の
は
、
(
離

覚
に
つ
い
て
)
い
や
早
ま
る
な

と
、
ぜ
ひ
覚
に
と
ど
ま
っ
て
来

年
1

月
の
党
大
会
に
代議
員と

し
て
出
て
、
そ
の
と
き
険
名
に

は
反
対
だ
と
い
う
意
思
を
表
示

し
て
ほ
し
い
。
同
時
に
そ
と
で

覚
首
公
選
も
一
緒
に
霞
決
し
た

ら
い
い
。
私
と
し
て
は
と
れ
か

ら
1

年
近
く
あ
る
わ
貯
で
す
か

ら
、
全
国
の
覚
員
に
呼
び
か
り

て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
こ

の
1

年
を
全
力
で
た
た
か
い
ぬ

き
た
い
」

と
れ
は
、
ま
さ
に
党
内
に
松

竹
氏
に
同
調
す
る
分
較
を
つ
く

る
と
い
う
攻
撃
と
か
く
乱
の
宣

言
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
松
竹

民
は
、
日
本
共
産
党
に
対
す
る

「
曽
意
の
改
革
者
」
を
装
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
正
体
が
何
で

あ
る
か
帯
白
皇
宮
口
し
た
も
の

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

日
本
共
産
覚
は
、
と
う
し
た

攻
撃
を
断
固
と
し
て
は
ね
の

キ
J

、
治
則
室
F
'え
M
・3
n
J
R」
←
'
。

O

年
に
は
、
専
門
家
へ
の
一
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
盛
一
文
書
を

5

年
ぶ
り
に
復
活

相
談
な
し
に
当
時
の
安
信
一
り
込
み
ま
し
た
。
宣
言
や
一
さ
せ
ま
し
た
。

宣
言
相
の
判
断
で
全
国
一軍点
措
置
白
隠
事
業者
一
日
本
共
産
箆
か
ち
紙
智

一斉
の
臨
時
休
校
を
政
府一に
営
暴
時
間
短
績
な
ど
の

一子
参
院
議員
が
出
席
し
ま

が
通
知
し
、
漂
刻
な
混
乱
一
命
令
を
出
す
窺
定
に
つ
い
一
し
た
ロ
大
会
に
あ
た
っ
て

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
一
て
も
、
感
染
状
視
な
ど
を
一
の
政
覚
決
意
で
日
本
共
産

改
定
案
は
ま
た
、
市
町
一
基
準
に
法
令
で
閑
確
に
す

一党
は
、
プl
チ
ン
政
権
が

村
の
業
務
継
続
が
困
難
に
一
る
と
し
て
い
ま
す
。

一千
島
列
島
の
海
域
で軍
拡

な
っ
た
場
合
、
政
府
対
策
一
政
府
・
島
覚
は
今
国
会
一
を
進
め
て
い
る
と
批
判
。

本
部
の
股
置
時
か
ら
、
都
一
で
成
立
さ
せ
、
一
部
を
除

道
府
県
が
発
生
届
の
受
理
一
脅
基
誠
い
か
ら
の
施
行
を
固

な
ど
の
業
務
を
代
行
で
き
一
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

相
「
受
渉
進
め
る
」
明
言
せ
ず

首

「
北
方
領
土
」
全
国
大
会

QRコードから、記事に簡単にアクセスできま

す。

・集団的自衛権での敵墓地攻撃/報復「日本、大

規模被管もJ 浜田防衛相認める/穀国民「まさ

に全回戦争J /衆院予算委〈β 日〉

-首相出席の集中審醸を/秘書

官差別発言穀田氏が追及/衆

院予算委 (6 日〉

-福祉全国一棒基準を/参院

行蔵監視蚕倉林民に参考人

(6 日〉

へ
の
出
席
は
「
議
場
に
い
る
と

と
」
と
解
翠C
れ
て
い
ま
す
。
今

松
本剛
明
総
務
相
は7
自
の
閣
回
の
通
知
に
よ
り
、
「
欠
席
扱
い
」

議
後
記
者
ム
寛
で
、
地
方
議
員
の
の
ま
ま
質
疑
者
と
し
て
リ
モ
ー
ト

成
り
手
不
足
対
策
の一
環
と
し
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

て
、
本
会
議
に
欠
席
し
た
議
員
が
実
際
に
導
入
す
る
か
ど
う
か
は
各

オ
ン
ラ
イ
ン
で
一
般
質
問
す
る
こ
議
憲
判
断
し
ま
す
。
一
方
、
討

と
を
認
め
る
と
発
表
し
ま
し
た
。
論
や
採
決
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で

総
務
省
は
同
日
付
で
通
知
を
出
し
同
様
、
磁
場
へ
の
出
席
薪
求
め
ま

ま
し
た
。
同
省
は
こ
れ
ま
で
、
委
す
。

員
会
に
限
り
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
を
第
お
次
地
方
制
度
調
査
会
(
首

認
め
て
き
ま
し
た
が
、
活
一
翼
囲
相
の
欝
糧
事
が
昨
空
歪
と

を
拡
大
し
ま
す
。育児
や
介
慢
な
め
?
泡
方
費
冨
の
在
り
方
に
闘
す

ど
の
理
由
で
出
席
で
き
な
い
議
員

る
答
申
で
は
、
本
会
議
の
オ
ン
ラ

も
議
論
に
参
加
し
や
す
く
す
る
の
イ
ン
出
席
に
つ
い
て
丁
寧
な
検
討

が
狙
い
。
を
求
め
て
い
ま
し
た
白

地
方
自
治
法
に
定
め
る
本
会
蟻併

せ
、4
月
盟
国
に
授
開
票
さ
れ

ま
す
。

療
院
は7
自
の
杢
蚕
で
、
自
岸
氏
の
辞
職
に
伴
う
衆
院
の
新

民
党
の
岸
信
夫
前
防
膏
相
H

衆
院
た
な
勢
力
は
次
の
通
色
。

山
口
2

区
H

の
議
員
辞
職
事
許
可
自
民2
5
9

マ
立
民
・
無
所
属

し
ま
し
た
。
健
康
問
題
を
理
由
広
町
マ
維
新
ω
マ
公
明
沼
マ
国
民
・

辞
職
願
を
提
出
し
て
い
ま
し
た

。

無
所
属
ク
ラ
ブ
叩
マ
共
産
m
マ
有

幻
コ
2

玄
D
晴
R
量
挙
ま
子
善
。
志

D
会
5

マ
れ
ハ
b
3
マ
時
折
膏

い
ら
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。大

会
ア
ピ
ー
ル
は
「
北

方
四
島
」
に
つ
い
て
「
ソ

連
に
不
法
占
拠
さ
れ
た
ま

ま
今
日
に
至
っ
て
い
る
の

は
許
さ
れ
な
い
」
と
非

難
。
「
不
法
占
樫
と
の

日本共産党の国会質問記事
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練価償傭ペース〉
目経平均榛価(225種〉

Z方7885円47蹟
.. (8円181暁安〉
叩限繍鉦線価指数3

1983.40 
(+4.18) 

1 

.. 

闘
困
隅
闘7日

(カッコ内は前営難日比〉

円相場〈直物、午後5時値〉
1 弘=円 132円15-16J鵠
.. (鈎鎮の円安3
1 す=円 141円78-7日鵠
令 〈担舗の円高。

「
領
土
不
拡
大
」
の
原
則

に
存
υ
た
ヤ
ル
タ
協
定
や

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約

に
よ
る
戦
後
処
理
は
画

際
的
道
理
に
よ
っ
て
た
だ

さ
れ
る
べ
き
だ
」
と
強
調

し
、
摂
捉
・
国
援
を
含
む

会
芋
島
返
還
に
力
を
尽
く・

す
と
表
閉
し
ま
し
た
。, 

i 



ハ
可
『

攻
ハ

戦
を
成
功
さ
せ
る
と
と
で
二
日
本
共
産
党
の
綱
領
と
規
約
方
に
は
認
覧
せ
ず
に
、

1

月
だ
と
い
う
意
思
を
妻
郡
し
て
ほ
そ
も
そ
も
、
険
各
さ
れ
た
松

す
。
喜
の
事
何
に
反
す
室
事
長
活
動
の
再
審
査
一
審
員
と
し
て
七

2
よ
民
お
も
包
が
豪
雪
お
メ
デ
青
森
・
む
つ
大
型
弾
薬
庫
計
画

よ
り
も
大
切
だ
と
強
鯛
ニ
ー
よ
り

2層
県
議
明
加
し
ぺ
く
き
と
と
お
鴨
川
葉
会
福
げ
巴
は
の
]
匂
い
げ
そ
哨
用
レ
ペ
、
日
本
共
産
共
産
党
が
市
に
抗
議

し
、
「
と
れ
か
ち
の
一
日
こ
に
な
っ
た
松
竹
伸
幸
一
民
は
、
し
ま
し
た
」
と
の
べ
、
す
で
に
を
全
力
で
記
た
か
い
ぬ

く
」
'
と
党
員に
み
ず
か
ち
へ
の
同
調
と

‘

.
:
1
1
4
2
5

E
持
続
否
を
お
げ
る
。
二
醤
意
の
改
革
者

H
帯
装
っ
て
同
調
者
と
連
結
を
と
っ
て
い
る
宣
言
し
た
と
と
を
、
さ
っ
そ
く
党
大
会
で
の
処
分
撤
回
に
賛
同
青
森
県
の
日
本
共
産
党

一れ
た
ら
、
む
つ
市
が
標
的

必
ず
勝
利
を
つ
か
み
と
ろ
二
い
ま
す
が
、
覚
の
破
壊
者
・
か
と
と
を
明
言
し
て
い
ま
す
。

6

実
行
に
移
レ
た
も
の
で
す
。

ー

す
る
と
と
を
よ
び
か
砂
る
と
と
下
北
地
区
蚕
員
会
と
む
つ

一に
さ
ち
さ
れ
、
市
民
の
安

う
」
と
力
を
込
め
ま
し
た
。
二
く
乱
者
で
あ
る
と
と
を
み
ず
か
日
の
記
者
会
見
で
、
自
ち
の
除
と
れ
は
、
覚
の
最
高
機
関
で
は
、
憲
法
の
保
障
す
る
「
結
社
市
議
団
は
日
目
、
む
つ
市

一金
安
心
と
命
が
脅
か
さ
れ

田
口
字
と
室
屋
市
こ
ち
の
言
動
で
明
;
の
自
白
へ
の
に
あ
る
海
上

自
衛
隊
大
濠
一
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

日
本
共
産
宮
崎
目
、

i

統
一
男
一
書
臨
時
的
堅
持
レ
て
ふ
党
か
く
乱
者
で
あ
る
こ
と
を
告
自
作
詩
句
長
野
塾
長
持
時
討

〉
選
候
補
者
オ
ン
ラ
イ
ン
決
起
集
会
を
聞
き
、
「
勝
一
義
代
徳
島
市
宮
撃
二
軽
量
、
相

-
e

f

-
-
-
d

、

1
4

、

1
4
1
2
P

日

「
ス
タ
ンド・
オ
フ
・
ミF
Z
全
露
に
必
要

、

v
a

利
に
向
防
て
と
の
場
か
ら
一
畑
一
躍
を
つ
く
り
だ
そ
一
長
の

3

民
が
決
意
表
喝
二
『FL
A
S
H

』
(
2月
お
日
名
処
分
を
宋
樫
と
し
て
覚
あ
る
覚
天
会
の
か
く
乱
を
企
図
米
安
保
容
認
・
自
衛
隊
合
憲
の
サ
イ
ル
」
保
管
の
た
め
の

一な
聾
磐
」
受
げ
且
め
る
。

9

・
う
」
と
決
意
を
固
め
合
い
ま
し
た
。
全
国
で

1
5

一
「
薪
審
の
つ
ど
い
』
で
こ
ぎ
で
、
「
『
志
位
一
派
を
追
い
蚕
言
語
審
査
を
求
め
、
し
、
表
に
あ
ら
わ
れ
な
い
形
で
、
覚
へ
の
愛
買
を
迫
る
と
と
に
あ
大
罰
事
業
庫
を
新
設
す
る

一と
れ
ま
で
む
つ
市
戸
首
衛

ベ
パ
Q
X

以
上
が
同
時
翠
咽
し
ま
し
た
。
自
会
員
の
入
算
要
三
出
茎
と
事
レ
て
く
だ
さ
る
覇
す
る
賞
に
去
費
を
)
み
ず
か
主
義
す
る
グ
ル

l

り
ま
すo

計
画
に
つ
い
て
、
宮
互
隊
が
共
に
歩
妻
進
め
た

副
司
同
一
語
り
入
室
官
を
迎
え
た

o
二
方
も
い
ま
す
」
「
来
年

1

月
の
は
や
ま
る
な
」
、
い
ま
は
露
に
プ
日
分
派
を
つ
く
る
た
め
の
活
と
の
よ
う
な
人
に
、
話
憲

μ

一
郎
む
つ
市
長
に
杭
畿
の一歴
史
も
堅
実
協
力
し
た

4
，

J

小
池
晃
書
記
局
長
が
報
一
案
を
広
く
国
民
に
知
ち
せ
一
覚
を
大
き
く
し
て
必
ず
勝
二
覚
夫
会
で
復
覚
へ
の
再
審
査
を
と
ど
ま
っ
て
・
:
覚
末
会
に
代
議
動
を
は
じ
め
た
こ
と
和
信
旨
レ
の
か
貯
ち
も
な
い
と
と
は
あ
ま
申
し
入
れ
を
し
ま
し
た
。

一い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い

?
っ
告
し
、
「
戦
争
か
平
和
企
一
る
課
題
で
は
、
新
し
い
一
利
す
る
」
白
白
書
)
、
二
求
め
る
つ
も
り
な
の
で
、
そ
の
員
と
し
で
出
て
:
・
警
に
一
疑
た
も
の
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
り
に
も
明
白
で
す
。
〈

H
)

櫛
部
孝
行
地
区
委
員一ま
す
白

b
T
の
唇
商
岐
路
の
も
と
で
「
震
」

2
0
2
3

年
春
一
「
事
醤
を
討
寵
し
た
一
「

I
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1

1

l

昼
、
工
藤
祥
子
、
佐
藤
貫一
撃
底
ち
は
、
宮
高

ド
た
た
か
わ
れ
る
統
一
地
方
一
層
外
を
活
用
し
、
「
宣
伝
、
一
支
部
と
協
力
し
て
宗
一
雲
す
る
(
右
か
ち

)奥
山
区
臓
器
、
東
京
都
目
黒
区
の
、
日
一
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
に
挑
み
ま

一た
。
両
む
つ
市
議
ち
は
、
市
企

一
畏の
コ
メ
ン
ト
は
、

.

日
本

カ
遣
で
、
平2
5

を
一
対
話
、
寄
り
入
っ
て
作
蚕
読
裏
主
党
に
迎
一

E
T
R

国
陪
戸
本
益
事
市
恭
子
区
一
す
。

一
奥
山
区
襲
補
は
函
事
襲
の
福
山
洋
司
課

一を
戦
争
に
巻
き
込
み
市
民
一
r

k

守
る
た
め
に
日
本
共
産
党
墜
で
大
攻
勢
室
長
一
え
た

o

支
部
と
連
ち
て
日
町

S
・
・
く
伝
議
と
更
の
奥
山
雲
ら
一
宮
2
2

一っ
て
い
突
た
ち
を
支
え一
昼
に
義
文
書
国

一の
害
復
に
さ
ら
喜
一

M
諮
問
料
時
一
ぇ
京
覚
地
方
議
員
一
防
壁
一
諸
問
一

ー調
場
凶
圃
す
諮
問M
F駐
日
一
ド
師
詩
的
拘

一霧
器
間

一
日
必
詩
部
監
禁
税
務
付
ゆ
週
間
日
誌

三
準
型
一
一
書
出
一
時
議
誠
一

一
一
瞬ぷ
路
道
部
一
部
耕

一興
鵠

一
端
一
龍
鰐
政
治
経
企

f

若
干
の
一
切
諮
問
喜
一
日
間
明
言
一

時
脳
陣
刊
時
計
担
豆
長
号

一m
m韓
日
詔

一連
龍
わ
れ
一
喜
一
春
一

φト
マ
ホ
i
i

査
雲
の
平
和
の
対
一
た
た
か
い
ぬ
く
ぞ
い
挑
一
号
一

回
語
圏

圃
・
機
長
れ

」
と
訴
え
ま
え
一
「
い
ま
政
事
や
る
べ

き

一層
平
2
6

本
共

一I
l
l
i
-
-
l
l
l

一
一
語
入
と
岩
浜

一白
噌
岨
彊
薗
・

日
東
奥
直
震
補
は

4
月
一
と
と
は
圏
、
屋
重
産
党
を
大
き
く
伸
ば
し
て

一中
、
襲
警
察
を
貫
ど
も
の
医
書
震
を
高
一
員
一
告
は
記
者
会

一
に
広
げ
よ
う
」
と
呼
ぴ
か
一
籍
、
舎
の
、
か
め

新
寝
屋
副

長
の
統

-
Z

で
、
重

一・
雪
し
を
守
る
と
と
で一く
だ
さ
い
」
完
強
く
呼一い
て
き
た
き
語
の
一
校
卒
警
で
ゼ
ロ
、
重
一
号
、
政
府
が
敵
塁

手
り
ぬ
く
党
ヘ
一
芸
し
弓
一
種z
i

、
旦
結品
目
温

Z
E

議
議
席
の

一す
」
と
力
を
込
め
ま
し

一び
容
ま
し
た
。

一gi

拡
薬
害
ゼ
ロ
、
豆
諸
町
長
臨
時

E
、

8
3

ノ
一
宇
治
市
の
水
谷
修
府
一
く
に
お
、
ぃ
わ
お
ひ
ろ
一

l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
l
l
i
l
i
-
-
-
l

一大
皇
室
め
る
岸
田
政
一
の
!
?
一
距
塁
、
サ
イ
ル
・
ト

奇
襲
し
げ
お
、
棄
一
し
、
申
容
い

5

、
さ
一
か
、
大
量
型
、
匡
一
号
、
「
カ
ジ
ノ
よ
り
も
一
る
富
霊
童
で
、

一で
4
2
5
3

一・
玄
習
室
区
(
定
数

一警
「
も
は
や
9

条
の
聾
一
ロ
の
「
三
つ
の
ゼ
ロ
」
の
一
マ
ホ

1
2
2
2
3
年

t

一
露
還
が
犬
軍
拡
・
大
一
雪
子
、
渡
辺
し
ゅ
ん
ぞ
一
わ
む
ち
純
君
各
市
議
と
一
言
い
な
り
の
オ

l

ル
与
党
一
命
・
暮
ら
し
さ
大
阪
一
「
と
も
に
た
た
か
い
、
軍
一
に
思
議
表
明
。
前

一6
)
の
井
上
ゅ
う
す
け
候一豊
富
考
え
よ
う
と
も
一
実
現
に
力
を
尽
く
す
と
力
一
度
に
一
露
入
す
る
審

議
る
田
村
智
氏
一
増
税
を
止
め
る
確
か
な
一
ぅ
、
出
た
す
く
、
査
中
村
法
子
市
議
候
補
が
一
路

-
E
E

が
閥
わ
一
に
」
言
語
恵
一
拡
よ
主
要
攻
勢
一
衆
院
議
員
の
村
上
史
好

一Z

事

札
が
そ
れ一し
な
い
」
脅
し
ま
し

一説
。
現
職
が
全
員
立
候
一
言
毒
喜
を

表

力
。
覚
に
入
っ
て
、
戦
争
直
宰
、
と
く
な
立
案
の
「

E

と
と
も
に
命
と
暮
一
れ
る
撃
だ
と
述
べ
、
決
一
コ
ロ
ナ
饗
設
で
普
レ
む
一
で
命
・
暮
ら
し
を
守
り
ぬ
一
民
、
一
室
需
長
の
平
松

一ぞ
れ
一
訴
え
ま
レ
た
ロ
一た
。
一
穂
甑
じ
い
遷
戦
と
な
一
喝
取
霊
は
明

ら
か
に

覚
が
平
肯
て
裏
の
「
実
一
を
窓
会
襲
警
一
緒
蚕
巾
議
と
ハ
令
宿
署
議
一
色
し
を
守
る
日
本
共
産
覚
一
意
を
語
り
ま
し
た
。
一
豊
富
を
無
視
し
て
大
一
と
う
」
と
入
覚
を
呼
ぴ
か
一
墾
歪
、
嬰
翠
・
城
東

一
暴
言
、
山
口
禅
譲

一
富
市
の
会
場
で
、
立
っ
て
い
る
と
英
、
支
持
一
手
立
日

)

績
」
を
器
貯
え
る
中
で
百ヨ
圃
・
・
・
・
圃
一
一
軍
拡
・
太
増
税
に
暴
走
す
一
げ
ま
し
た
。
一
区
に
立
候
補
予
定
の
山
川
扇
事
が
国
言
い
な
り
で
佐

一と
う
候
補
は
「
安
心
し
て
を
訴
え
ま
し
た
。
一
・

G
D
P
、

2

期
奇

襲
畳

一
一
一
一

イ
圃
一
ヵ
ジ
ノ
よ
り
も
命
倉
林
氏
、

一制
三
U
一
持
議
宣
告
す
に
駆

一建
議

一言
語
以
一
は
時
長
一
夜

o詰

ん
の
要
求
で
、
富
の
み
一

j
一
圃
圃
・
一
一
造

-
g
-
」
と
訴
え
一
雌
i
'

H
祉
E
一
て
命
・
暮
色
し
に
回
一
二
十
数
年
ぶ
り
に
き

一海
原
発
の
推
進
を
狙
う

一意
な
い
」
と
訴
え
、
子
万

6
議
席
独
占
を
狙
っ
て
一

一
円
闘
圃
・
・
一
大
阪
市
城
東
区
一
一
お
向
，
恒
骨
邑
・
一
一

一
一

一
一

な
さ
ん
と
と
も
に
運
動
を
語

e
圃
・
一
一
審
に
議
突
き
な

一同
事

一

1
E

E
と
の
皆
さ
んg

一
霊
会
に
費
し
た
辻
雅

一4
J

一
い
る
が
、
夫
事
な
議
席
一
一

一

誇
長
一一幽
園
長
時
離
一
語
供
い
一幸
福
一
時
持
続
一
銭
袋
詰

一
」

i一
緒
豊
弘
同
長
時

E

と
い
っ
毒
害
す
る

幽
圃

一
は
昔
、
奇
襲
震
塁
芙
磨
署
つ
く
る
一
一

一
，K
A
n
A

一
季
げ
る
遣
を
述
。
へ
ま
す
よ
う
と
右
翼
に
共

一
』

』
一
に
怯
い
か
な
い
」
と
強
一
層
雪
量

皇
・
公
費
な
ど
の
態

ニ
ぷ
嗣
園
圃
一
で
聞
か
れ
た
演
説
会
に
駆
会
」
の
、
た
つ
み
コ
l

タ
一
コヨ
汁
一答
品

レ
弓

一
感
し
た
」
と
話
し
ま
し

ご

←
一理事
区
で
唯
一
、
原
一

一員
会
が
襲
撃
聞
き
、

度
差
え
さ
せ
て
主

同
開
否
、

7
官
憲

一ロl
(
i

知
一
一
号
ム
ビ
デ
オ
メ
ツ
セ

1
ザ
一
た
。

一
一
一
発

か2
2
1

一
原
子
実
害
の
運
事

詩
協
同
事
訓
一
回
諸
説
話
一
臨
時
一
紘
一
罫
一
一
一
つ
の
ゼl実
現
山
添
氏

一
耕
一

議
院
議
一
問
題
長

ま
た
「
統
一
塁
で
一
守
昔
、
京
童
書
一
室
で
塁
共
産
党
の
躍一言
語
雪
転
了
昔
、
言
葉
区

-
fJi
-

-一V

県
横
と
し
て
夏
季
一
罰
法
改

-E

言

D
a

CJ・~
一一
...---司・

~6JI・

~、~-ｭ
・..'、(

1・~----~ 

見
地
方
議
員
・
候
補
者
決
起
集
会

Z量

拍
手
に
底
え
る
田
村
民
(
申

血O
と
覚
鰻
員
・
候
補
者

H
m
目
、
京
都
府
八
幡
市

司

今週の予定 E
<>24日後)=旧優生保護法
に基づき不妊手術を受貯た
女性が、子どもをつくる自
由が窟h如白=曜日骨髄克眉

-ロ

【政治】
<>20日(月) =衆院予算委員
会で23年度予算案に関する
分科会 (21日まで〉



の
岸
田
文
雄
政
権
が
打
ち
償
レ
た
「
子

(

一
ど
も
予
算
倍
増
」
に
つ
い
て
、
木
原
誠

・

一
ニ
官
房
副
長
官
が
「
平
ど
も
が
増
え
れ

一
ば
実
現
で
き
る
」
な
ど
と
述
べ
、
批
判

一
を
浴
び
て
い
ま
す
。
予
算
格
娼

ε
は
、

一
安
心
し
て
出
産
・
平
脅
で
で
き
る
社
会

】
一
を
実
現
す
る
た
め
に
政
府
が
と
る
べ
き

治
一
手
段
の
は
ず
で
す
。
木
原
民
の
発
言

政
一
は
、
子
ど
も
が
増
え
れ
ば
予
算
が
増
額

一
に
な
る
と
い
う
結
果
を
語
っ
た
だ
砂
で

一
あ
り
、
本
来
が
転
倒
し
て
い
ま
す
。
結

一
局
、
ま
と
も
に
取
り
組
ま
ず
、
成
り
行

四
一
き
任
せ
に
す
る
の
が
本
音
で
は
な
い
の

四
一
か
。
岸
田
政
楢
の
姿
勢
に
国
民
の
不
信

U
U
一
は
募
る
一
方
で
す
。

お
一
首
相
答
弁
も
す
ぐ
修
正
さ
れ

周
一純

一
木
原
民
の
発
曹
は
幻
日
霊
さ
れ
た

3
一
テ
レ
ビ
番
組
の
申
で
の
も
の
で
す
。

配
一
「
子
ど
も
予
算
は
子
ど
も
が
増
え
れ

2
-

ち
出
生
率
を
よ
げ
ろ
さ
国
民
に
迫
る
と
べ
ま
し
た
。
家
族
関
係
整
冨
支
出
存
墓
み
ま
す

。

一
方
、
首
相
は
λ

と
に
等
し
い
発
想
で
す
。

単
に2
倍
化
す
る
と
初
め
て
表
明
し
た
す
る
「
と
ど
も
家
庭
庁
一
例

松
野
博
一
官
房
長
官
はM
目
、
「
発
答
弁
に
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。
と
と
算
案
(
約

4

兆
g
0
0
0
幡

宮
挙
誌
と
し
て
は
、
政
府
の
館
関
と
働
ろ
が
路
目
、
磁
崎
仁
彦
官
房
副
長
官
が
単
に
す
る
可
能
性
も
示
唆

骨
が
あ
る
と
は
考
え
て
な
い
」
と
木
原
基
串
へ
の
言
及
で
は
な
い
と
修
正
し
ま
す
。
拡
充
さ
せ
る
政
策
の
中

民
を
擁
覆
レ
ま
し
た
。
岸
田
政
権
が
掲
し
た
。
首
相
も
沼
田
の
衆
院
茅
算
委
で
化
を
置
き
去
り
に
し
、
「
倍
一

げ
る
「
次
元
の
異
な
る
少
平
松
苅
策
」
「
倍
増
の
意
味
が
何
か
は
、
内
容
を
ま
葉
だ
砂
先
行
さ
せ
る
無
責
任
一
.

の
内
突
が
根
本
か
ち
間
わ
れ
る
事
態
と
ず
具
体
化
、
盤
理
し
た
上
で
財
顕
を
考
を
招
い
て
い
ま
す
。

え
る
」
と
む
ま
か
し
、
敬
育
無
償
化
の
実
現
は

相
次
ぐ
無
責
任
発
言
に
不
信
募
る
日
日
付
げ
す
若
脅
か
き
切
実
に
同

稿
績
の
基
準
は
、
政
の
無
様
也
を
、
早
舟
」
も
・
平
台

熊
・
予
算
の
基
本
に
か
か
わ
る
問
題
で
の
柱
に
据
え
る
べ
き
で
す
。
撮

す
。
そ
れ
を
め
ぐ
る
首
相
答
弁
が
す
ぐ
蚕
の
公
聴
会
(
時
日
)

一
で
も
、

に
覆
さ
れ
て
は
、一睡
簡
は
成
り
立
主
涼
支
援
に
詳
し
い
専
門
家
は
、
教

せ
ん
。
家
族
関
係
斐
宮
支
出
は
経
済
協
負
担
軽
減
が
重
要
な
対
策
だ
と

力
開
発
機
構(
O
E
C
D
)の
基
単
に
述
べ
ま
し
た
。
岸
田
政
権
は
直

よ
る
も
の
で
、
初
年
度
で
日
本
は
約

m

体
犯
す
べ
き
で
す
。
同
時
に
教

兆
7
5
0
0

億
円
(
G
D
P比
2
-
m

育
て
弔
貨
の
圧
迫・
削
減
に
つ
占

係
)
で
す
。
と
と
に
は
地
方
負
担
も
合
大
軍
拡
の
中
比
一
が
不
可
欠
で
す

n

主 張|II子ども予算倍増J

ば
、
ぞ
れ
に
応
じ
て
増
え
て
い
く
と
と

に
な
る
」
「
も
しV
字
回
復
し
て
出
生

率
が
本
当
に
上
が
っ
て
く
れ
ば
、
割
と

早
い
タ
イ
ミ
ン
グ
亙
麗
が
実
現
さ
れ

る
」
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。
平
ど
も
予

算
を
格
増
す
る
期
限
を
区
切
っ
て
い
な

い
と
と
も
強
調
し
ま
し
た
。

と
の
発
言
に
は
、
政
府
が
若
者
や
子

育
て
世
代
脊
積
極
的
に
応
援
し
、
出
産

・
育
児
の
環
境
を
急
い
で
轄
嘱
し
て
い

と
う
と
い
う
立
墳
が
あ
り
ま
せ
ん
。

2

0
2
2

年
の
出
牢
薮
が
統
計
開
始
以
来

初
め
て
鈎
万
人
を
割
り
込
む
と
と
が
見

込
ま
れ
る
深
刻
な
状
混
へ
の
危
樋
事
匂

う
か
が
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
ζ
ろ
か
、

主
も
蓄
の
倍
増
が
必
要
と
い
う
な

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
首
相
が
打
ち
出
し
た
指
層

の
根
拠
が
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
日
自

の
露
店
予
算
貫
一
会
明
言
相
は
「
家
族

関
係
社
会
支
出
は
却
年
度
で
G
D
P

(
園
肉
誕
生
産
)
匙
2

婚
を
実
現
し
て

い
る
。
そ
れ
を
さ
ら
に
倍
増
し
よ
う
で

は
な
い
か
》
=
申
し
上
げ
て
い
る
」
と
述

い
覚
だ
」
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
の
冊
平
ま
で
つ
く
っ
て
、
少

l

ン
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。
数
の
意
見
で
も
、
会
誌
に
わ

し
か
し
、
み
な
さ
ん
、
と
の
か
る
よ
う
に
、
一
民
軍
商
な
酎

元
覚
買
は
、
異
論
を
持
っ
た
輸
を
保
障
し
て
い
る
の
が
白

か
ら
除
名
さ
れ
た
の
で
は
あ
本
共
産
覚
な
ん
で
す
。

り
ま
せ
ん
。
雇
通
約
に
憲
法
学
者
で
慶
応
委
名

も
と
づ
く
正
規
の
ル
ー
ル
に
誉
教
授
の
小
林
節
さ
ん
は
、

の
っ
と
っ
て
そ
れ
事
選
べ
る
い
ま
の
状
視
に
つ
い
て
、

乙
と
を
廿
す
、
い
き
な
り
出
「
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
は
岸
田

版
と
い
う
形
で
覚
の
綱
領
や
政
権
の
敵
基
地
攻
撃
態
力
の

規
約
に
対
す
る
事
実
に
反
す
保
有
や
大
軍
拡
路
線
に
対
し

る
批
判i
l
攻
態
を
行
っ
た
で
ま
と
も
な
批
判
を
し
て
い

た
め
に
、
あ
あ
い
う
対
処
を
な
い
。
日
本
共
産
寛
を
攻
撃

い
た
し
ま
し
た
。
真
面
目
に
す
る
前
に
、
も
っ
と
や
る
と

そ
の
組
搬
を
良
く
す
る
と
と
と
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し

を
願
っ
て
い
る
の
だ
っ
た
よ
う
か
」
(
拍
手
)
と
雷
っ
て

色
、
ど
ん
な
組
融
で
も
、
ま
お
ら
れ
ま
す
が
、
私
も
そ
の

ず
組
織
の
中
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
通
り
だ
と
書
い
た
い
と
思
い

1

シ
ョ
ン
す
る
努
力
を
す
る
ま
す
。
(
拍
手
)

の
は
当
た
り
前
で
は
な
い
で
京
都
府
で
長
い
と
と
知
事

す
か
(
拍
手
)
。
そ
れ
を
し
春
義
め
て
、
全
国
の
革
新
自

な
い
で
、
外
か
ろ
い
き
な
り
治
体
の
宮
台
と
雷
わ
れ
た
大

攻
撃
す
る
と
い
う
の
は
、
と
き
な
業
績
瀞
蔑
し
た
蟻
川
売

れ
は
真
面
目
な
人
の
や
る
と
三
さ
ん
と
い
う
素
晴

6
し
い

と
じ
ゃ
な
い
。
悪
意
あ
る
行
先
遣
が
お
ら
れ
ま
す
。
蜂
川

動
だ
P
菰
明
た
ち
は
断
ぜ
ざ
る
さ
ん
の
残
し
た
言
葉
で
、

を
得
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
反
共
は
戦
争
前
夜
の
き

そ
し
て
、
と
う
い
う
と
と
と
い
う
言
葉
が
あ
る
ん
で

か
起
こ
っ
た
と
き
に
、
一
部
す
。
反
共
の
次
に
戦
争
が
や

の
大
手
メ
デ
ィ
ア
が
、
「
異
っ
て
き
た
。
と
れ
は
歴
史
の

論
帯
詐
さ
な
い
覚
だ
」
と
ω

教
訓
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
戦

っ
て
日
本
共
産
党
を
パ
ッ
シ
前
、
日
本
共
産
党
へ
の
弾
圧

ン
グ
す
る
。
と
れ
は
事
実
と
事
薮
し
く
や
っ
た
、
そ
の
後

遣
い
ま
す
。
日
本
共
産
寛
員
に
待
っ
て
い
た
の
が
侵
略
戦

は
、
異
論
が
あ
っ
た
場
合
に
、
争
じ
ゃ
な
い
で
-
す
か
。
と
れ

覚
内
で
ル
ー
ル
に
の
っ
と
っ
・
を
ふ
た
た
び
操
り
返
す
わ
砂

て
自
由
に
述
べ
る
権
利
が
あ
に
い
か
な
い
。
日
本
を
ふ
た

り
ま
す
。
穫
に
対
し
て
も
寅
た
び
「
戦
争
前
夜
」
に
し
て

問
し
~
回
嘗
を
求
め
る
権
利
は
な
り
ま
せ
ん
む
(
母
子
)

も
あ
り
ま
す
。
ど
う
し
て
も
ど
う
か
み
な
さ
ん
、
日
本
'
岸
田
文
雄
普
届
と
米
欧

憲
見
が
合
わ
な
か
っ
た
場
合
の
平
和
と
毘
主
宰
毒
事
守
る
な
ど
主
畏7
カ
国
(
G

に
は
、
異
論
を
保
留
す
る
権
た
め
に
も
、
と
う
い
う
事
実
7
)
首
脳
は
泊
目
、
ロ
シ
一

­

利
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
を
ね
じ
ま
げ
た
反
宍
キ
ャ
ン
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

1

一
・

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
意
見
と
覚
の
立
場
が
ぺ
1

ン
は
み
ん
な
で
力
を
合
-
年
梼
考
宮
て
テ
レ
ビ
会
議
一
山

と
の
問
、
日
本
共
産
覚
の
異
な
っ
て
そ
れ
が
い
や
だ
と
わ
せ
て
打
ち
破
ろ
う
で
は
あ
一
を
行
い
ま
し
た
勺
終
了
後
一
八

規
約
を
無
視
レ
た
行
動
で
除
い
う
な
ち
、
覚
を
や
め
る
権
り
ま
せ
ん
か
。
日
本
共
産
党
一
に
発
表
さ
れ
た
首
脳
芦
明
石

名
さ
れ
た
元
賞
員
を
利
用
し
利
も
あ
る
ん
で
す
。
そ
れ
も
躍
進
と
い
う
国
替
を
突
き
つ
一
は
、
ロ
シ
芳
氏
の
制
畿
を
一

て
、
一
都
穴
手
メ
デ
ィ
7
が
自
由
な
ん
で
す
。
そ
し
て
、
防
ょ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

・
一
強
化
し
つ
つ
、
中
国
を
念
一
属

「
共
窟
寛
は
異
論
を
許
さ
な
覚
大
会
の
と
き
に
は
、
特
別
か
。
(
大
き
な
拍
手
)
一
頭
に
第
三
園
が
ロ
シ
ア
支
一
路

aa--

.反

日共‘ 
本は
戦共

産主
党別
夜躍
の進
.声て」

打
ち
破
ろ
っ

志
位
委
員
長
の
訴
え
か
ら

旗

日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員
畏
が
お
自
に
神
戸
で

行
っ
た
演
説
で
、
反
共
は
戦
争
前
夜
の
き
と
訴
え
た

部
分
を
紹
介
し
ま
す
。

赤しんぶん

岸
田
大
軍
拡
と
対
決
す
る
日
本
共
産
党
の

活
動
は
、
戦
前
の
不
屈
の
活
動
に
匹
敵
す
る

歴
史
的
意
稜

岸
田
政
権
が
宿
箭
の
大
軍
し
て
、
「
立
派
な
活
動
」
だ
と

一
盤
存
蚤
行
し
よ
う
と
い
う
い
い
う
評
価
を
い
た
だ
い
て
い

一
ま
、
戦
前
・
戦
後
、
1
0
1

る
だ
廿
で
は
な
く
、
「
日
本

一
年
に
わ
た
っ
て
反
戦
平
和
を
の
政
治
を
教
っ
て
い
る
」

一
貫
い
て
き
た
日
本
共
産
党
の11
政
雲
誌
を
教
っ
て
い

一
果
た
す
べ
き
役
割
は
本
当
に
る
と
い
う
評
留
信
い
た
だ
い

一
大
き
い
も
の
が
あ
る
と
思
い
た
と
と
は
、
た
い
へ
ん
に
う

一
ま
す
。
あ
る
自
民
党
の
重
鎮
れ
し
い
思
い
で
あ
り
ま
す
。

一
の
方
が
、
私
た
ち
の
国
会
寅
戦
前
、
私
た
ち
の
大
先
輩

一
疑
を
聞
い
て
、
と
う
い
う
メ

・

た
ち
は
、
激
し
い
弾
圧
、
迫

一
ッ
セl
y
を
送
っ
て
き
て
く
害
の
も
と
で
、
文
字
通
り
命

一
一
だ
さ
い
ま
し
た
。
が
げ
で
反
戦
平
和
を
貫
き
ま

一
「
本
来
な
ら
、
自
民
党
の
し
た
。
さ
き
お
と
と
い(
2

一
現
職
か
ち
、
岸
田
さ
ん
へ
の
月
初
日
)
は
量
工
醤
で

一
批
判
が
出
て
い
い
の
に
、
能
も
有
名
な
作
家
・
小
林
多
喜

一
も
声
を
よ
げ
な
い
ロ
そ
の
代
ニ
対
子
7
、
な
っ
てω
周
年
の

一
わ
り
に
国
会
で
堂
々
と
敵
基
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
彼
も

一
地
攻
撃
態
刀
の
保
有
は
違
憲
一
反
戦
平
和
を
唱
え
た
た
め
に

一
だ
、
尊
守
防
衛
を
投
げ
捨
で
特
高
警
察
の
拷
問
で
命
亭
落

一
る
も
の
だ
と
き
っ
ぱ
り
雷
っ
と
し
ま
し
た
。

一
て
く
れ
て
い
る
の
は
日
本
共
.
私
た
ち
の
大
先
輩
の
宮
本

一
産
党
だ
貯
だ
ロ
他
の
野
党
も
顕
治
さ
ん
も
、
激
し
い
拷
問

}
一
正
面
か
ち
批
判
で
き
な
い
で
帯
受
町
、
ロ
年
も
獄
中
に
閉

眠
一
い
る
。
国
会
で
正
々
蛍
々
と
じ
込
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

剛
一
批
判
で
き
る
政
治
家
が
い
る
宮
本
さ
ん
が

2
0
0
7

年
に

週
と
と
は
、
日
本
の
政
治
を
救
亡
く
な
っ
た
さ
い
に
、
評
論

皇
っ
て
い
る
」
家
の
故
加
藤
周
一
さ
ん
は
と

と
う
い
う
評
価
で
あ
り
ま
う
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
私
た

て
(
拍
手
)
ち
に
寄
せ
て
/
ス
だ
さ
い
ま
し

日
本
共
産
党
の
活
動
に
対
た
。

「
宮
本
さ
ん
は
陣
織
に
よ

っ
て
、
日
本
人
の
名
醤
を
救

っ
た
」

宮
本
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た

日
は
、
選
挙
戦
の
さ
な
か

で
、
私
は
ち
ょ
う
ど
テ
レ
ビ

朝
日
の
「
報
道
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
と
い
う
番
組
で
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
受
砂
る
機
会
が
あ

っ
た
の
で
す
が
、
出
演
前

に
、
宮
本
さ
ん
の
卦
曹
と
と

も
に
、
宮
本
さ
ん
が
元
気
だ

っ
た
と
ろ
の
映
像
が
流
さ
れ

ま
し
て
、
胸
が
い
っ
ぱ
い
に

な
り
、
目
頭
が
琴
、
な
っ
た

と
と
を
思
い
出
す
ん
で
す

が
、
と
の
と
き
の
加
藤
さ
ん

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
、
本
当
に

う
れ
し
い
も
の
で
し
た
。

私
は
、
い
ま
、
日
本
の
歴

史
の
大
き
な
岐
路
に
あ
っ

て
、
岸
田
政
権
の
大
軍
拡
に

正
面
か
ち
対
決
し
て
い
る
日

本
共
産
党
の
存
在
と
活
動

は
、
戦
前
の
不
囲
の
活
動
に

匹
敵
す
る
よ
う
な
、
歴
史
的

意
義
帯
持
つ
と
い
っ
て
い
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
(
拍
手
)

ど
う
か
1
0
1

年
の
歴
史

で
鼠
さ
れ
た
反
戦
平
和
の
覚

H
日
本
共
産
党
を
、
一
強
く
、

大
き
く
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
今
度
の
統
一
地
方
選
挙

で
必
ず
勝
た
せ
て
い
た
だ
い

て
、
平
和
の
審
判
を
下
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
(
拍

手
)

平
和
と
民
主
主
畿
を
守
る
た
め
に
も
、

事
実
を
ね
じ
ま
げ
た
反
共
キ
ャ
ン
ペー

ン
を
打
ち
破
ろ
う

そ
し
て
、
み
な
さ
ん
。
ζ

う
い
λ
釆
軍
拡
の
揃
涜
に
正

面
か
ら
立
賀
両
か
う
覚
で
あ

る
が
ゆ
え
に
、
相
草
か
ち
す

れ
ば
怖
い
わ
防
で
あ
り
ま

す
。
ぞ
れ
ゆ
え
の
攻
畢
が
激

漬観する志位和夫醤員長
=23日、神戸市昨暁区

財界の要望で原発回帰
テレ朝「朝まで生テレビj 高橋議首が山競

日
本
共
産
党
の
商
事

鵠
Z品
館
魁
購
買
は
お
目
、

テ
一νピ
朝
日
の
「
朝
ま
明

生
テ
レ
ビ
!
」句に
出
惜

し
べ
岸
田
股
権
の
進
め
貝

原
発
政
策
と
エ
朱
ル
ギ
1

問
題
に
つ
いτ
島
惑
発
の

更
議
員
安
福
麗
し
諾

し
た
。

高
橋
民
は
、
岸
田
肢
権

が
閣
酪
決
定
し
た
、
原
発

の
運
転
期
間
を
伺
年
以
上

第
三
国
に
ロ
ジ7

侵
略1
年
受
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(6) 

に
自
ら
の
閥
湖
替
を
つ
く
ろ
う

と
い
う
活
動
は
、
「
質
内
に
派

閥
・
分
派
は
つ
く
ら
な
い
」
ご
都
合
主
穫
と
い
う

露
3
8
と
m
g
じ
た
書
ほ
か
な
い
鍵
度

に
反
す
る
行
動
を
雪
孟
っ
、

覚
買
に
凶
り
し
か
り
る
も
の
で
あ

狗
六
銭
外
か
ら
、
わ
が
鎗
の
白
ま
じ
め
に
織
舗
と
錫
約
を
師
陣

律
的
ル
ー
ル
で
あ
る
規
約
を
硬
め
、
鈴
濡
鼠
へ
の
復
直
撃
益
事

壊
す
る
行
策
で
す
。
る
と
い
う
な
宍
覚
鏑
約
と
そ

，
本
心
を
隠
し
て
銘
木
会
代
の
綴
姐
押
を
稽
貸
し
て
符
働
す
る

館
員
に
窓
予
と
い
う
と
と
で
し
ょ
う
。

印
は
、
一
規
約
の
締
圃
押
一
を
虞
つ
向
か
銭
外
か

A
径
議
約
房
語
寝
す

蝿
遣
を
要
す
る
事
で
患
の
処
分
の
「
喜
き
を
胆

υ
f負
大
会
議
"
に
な
る
対
す
る
喜
容
な
い
や
り
方
も
量
み
に
じ
る
も
の
で
す
。
鈍
る
富
喜
い
な
ぎ
、
崎
議

匂
除
名
処
分
と
な
ヨ
た
訟
竹
伸
求
め
る
と
袋
倒
す
る
と
と
も
まJ
語
堕
し
て
い
る
と
と
あ
る
」(
7周
防
目
、
プ
ロ
グ
)
内
で
鍵
約
に
の
っ
と
コ
て
自
由
約
を
擾
犯
に
曾
分
の
「
鈴
名
の

市
一
事
国
柿
崎
町
、
「

ω
中
総
を
も
っ
て
に
、
自
ら
の
字
軍
習
に
間
綱
ず
る
で
す
。
と
「
翁
堕
し
て
い
ま
す
@
裂
に
窟
思
を
の
ペ
る
纏
利
ほ
吹
ベ
湾
窃
査
」
を
聾
求
す
る
。
と
の

均
一
一
活
動
を
剤
観
的
に
強
化
す
る
覚
慣
に

W
じ
て
「
鎗
大
会
に
代
松
竹
底
は
、
7
R
M
L
闘
が
れ
す
る
に
、
松
竹
氏
は
，
自
分
の
て
の
鎗
買
に
保
障
さ
れ
て
い
ま
よ
う
な
と
怒
合
掌
藷
と
い
う
ほ

れ
一
一
と
と
に
な
り
ま
す
」
(
U用
問
省
民
ど
し
て
一
樹
て
i
除
書
札
一
反
た
「
対
話
集
会
」
で
、
何
人
か
本
心
を
慢
じ
て
党
大
会
代
滋
園
田
す
。
も
し
鎗
慣
が
「
鎗
指
噂
窃
か
な
い
態
度
は
、
ど
の
霞
界
で

翌
日
、
プ
ロ
ど
な
ど
と
雲
裂
と
い
言
喜
壱
て
か
ら
奏
会
詰
に
な
っ
に
な
り
、
大
会
議
議
と
の
方
控
室
で
あ
る
な
主
字

-
g
g

り
ま

直
一
一
し
、
鎗
大
会
に
対
す
る
か
く
乱
ほ
し
い
」
〈
2
R
e
目
、
臼
本
て
除
名
処
分
を
く
つ
が
え
し
た
批
判
せ
よ

a
と
い
う
工
作
を
行
宍
支
g
a
会
や
県
・
勉
区
貸
せ
ん
.

司
一
策
動
を
管
丞
"
を
み
ぜ
て
い
留
者
ク
ラ
ブ
で
c
g
者
会
見
〉
い
」
と
曾
わ
れ
た
と
の
で
同
っ
て
い
る
の
で
す
。
会
趨
で
磐
々
と
表
明
し
、
真
剣
「
徐
名
の
再
審
き
そ
の
も

一
ま
す
。
な
ど
と
、
銭
円
に
自
ら
の
同
副
出
町
に
、
「
そ
の
m
m
を
党
内
で
な
封
筒
を
行
う
べ
き
で
し

a

の
は
覚
大
会
が
湾
切
￡
対
応
す

者
を
つ
の
る
と
と
そ
集
量
つ
よ
く
毒
す
る
と
、
反
発
さ
党
外
か
ら
規
約
を
破
ぅ
。
禾
心
を
慢
し
て
党
大
会
る
と
と
に
な
る
で
し
さ
が
、

4

心
を
隠
し
て
党
号
、
そ
の
後
1
謁
信
豊
百
れ
て
芸
員
に
罫
設
な
い
か
織
し
、
民
主
的
射
省
岱
震
に
な
れ

L

遍
甫
」
欝
昆
が
行
っ
て
い
る
患
窓

大
会
代
館
長
に
な
な
ど
と
銘
打
っ
て
盟
署
を
砲
も
し
れ
き
と
い
う
「
不
安
す
る
を
堤
需
の
蓄
で
筆
績
と
か
く
乱
の
符
働
時

、

U

、
を
二
心
的
な
趨
歯
に

ヂ
と
同
園
者
を
つ
幽
帽
す
る
活
動
を
続
妙
て
u
g

な
気
持
ち
」
を
周b
た
と
し
墨
蔚
蓄
崎
を
、
ニ
公
窓
「
除
雪
商
量
産
悲
求
め
る

の
る
す
。
て
、
「
き

L
が
い
ち
ば
ん
怒
し
置
き
換
え
よ
う
と
い
噛
震
に
飽
き
倹
え
よ
う
と
い
資
警

9
来
事
侵
レ
く
問
う

興
過
ご
す
と
と
が
で
き
な
い
い
と
き
』
、
遍
を
の
食
事
う
卑
劣
な
や
り
方
う
、
た
い
へ
ん
に
由
薬
事
り
混
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま

総
竹
民
略
除
名
鑓
分
決
定
の
は
、
陸
竹
丘
が
、
自
ら
に
開
館
の
方
針
に
反
射
ぞ
い
た
と
方
と
震
わ
な
砂
れ
ば
な
り
ま
せ
し
よ
う
。

の
認
後
か
宍
次
費
大
会
に
凋
ず
る
宛
慣
に
対
し
、
苓
老
し
て
も
、
必
ず
υ
も
翼
に
反
縁
霊
が
符
っ
て
い
る
気
肉
~

除
名
処
分
さ
れ
た
人
物
に
よ
る

党
大
会
か
く
乱
策
動
に
つ
い
て

n

月
初
日
組
織
局
長
土
方
明
果

旗
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法
日
刊
紙
、
日
曜
版
読
者
の
前
進
で
前
大
会
時
突
破
、
「
別
%
」
へ

以
一
弓
思
疎
の
会
の
知
人
、
目
加
し
た
人
も
い
ま
す
。
が

U
月
に
入
埼
単
一
年
前
に
時
季
ト
で
情
報
収
鍍
も

以
二
民
こK
誌
守
司
夏

5
3
合
い
2
5
3
2
舎
を
の
裂
で
す

J
Z
E
E

-
一
定
刻

B
b
'
E
1ノ
，
L
Z
臨
W
K
H
R割
引
也
入
念
ど
『
ド
キ
ド
キ
し
な
が
予
備
停
瞬
豊
造
量
瀞
超
え
と
の
男
性
同
古
田
通
一
め
て
な
と
と
ろ
か
嬉
し
い
」
と

一
露
間
さ
し
さ
主
毒
た
「
鎌
い
」
に
穆
加
し
た
女
性
署
わ
翠
し
て
い
ま
す
。
屯

一
月
初
め
か
ら
党
員
の
行
動
広
げ
銭
。
「
お
願
い
が
あ
る
ん
じ
善
努
事
量

一
考
私
芸
警
護
初
め
て
日
刊
紙
を
鷹
議
室
と
と
も
に
、
撃
の

一
一
線
奮
を
噌
や
し
た
の
は
今
年
で
に

5

人
の
成
者
を
増
や
し
し
と
る
ん
よ
。
ひ
と
つ
、
新
銀
濯
も
奥
え
て
き
ま
す
。
ぜ

一
重
掻
』

一
宮
て
で
す
。
き
た
。
聞
を
慎
ん
で
一
言
え
ん
じ
串
ガ
ザ
問
題
の
本
質
が
見
え
て
く
る
ひ
日
刊
紙
委
ん
で
く
だ
さ

一
大
測
市
の
党
組
織

一
市
鍾
飽
績
は
、
m
人
の
日
幻
自
の
符
動
に
は
大
測
、
る
う
か
」
。
率
盲
聞
に
信
ず
な
い
」
と
厳
え
る
と
、
女
伎
は

一
愛
媛
県
大
別
補
の
党
組
繊
細
版
m
a
曹
を
増
や
し
て
必
ず
澗
初
、
隻
浜
の

3

支
惨
か
ら
か
、
m
者
が
織
え
ま
し
持
密
日
・
阪
般
車
輔
の
女
伎
倹
く
蛾
院
し
ま
し
た
ご
も

瓦
U
月
、
党
守
人
、
示
前
一
躍
を
突
破r
Z
う
と
S
5

会
多
喝
8

人
の
自
雇
同
事
怠
量
詑
撃
ぶ
喬
薮
県
む
つ
市
に
、
認
で
目
裂
を
患
っ
と
早
く
署
す
れ
ば
憲

一
理
臼
震
雲
取
人
事
思
統
一
。
毎
月
月
末
に
義
援
者
を
撃
し
、
一
気
に
り
に
筒
ね
た
霊
語
、
初
善
悪
厳
し
て
-
互
い
ま
し
た
。
E
と
佐
幕
議
。

福
し
、
修
事
宅
い
ず
れ
も
し
て
い
奇
い
っ
せ
い
語
大
義
を
回
復
し
ま
し
た

O

襲
。
ま
R
1

宏
6
鵬
女
章
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
豆
諸
区
(
む
つ
古
川
喜

一
第
鶴
飼
植
民
大
会
臨
窪
田
智

U

だ
凶
り
で
は
到
遣
で
き
な
い
e
人
の
回
漕
厳
観
者
を
楢
鍵
併
を
前
払
い
し
て
焼
賓
に
陶
磁
県
む
つ
市
の
佐
雌
武
よ
る
ガ
ザ
攻
般
に
心
を
痛

5

市
町
村
)
は
、
日
刊
紙
の

吾
し
令
ひ
と
月
号
稀
の
宍

U
弱
め
昔
話
閉
ま
や
し
た
大
翠
奮
は
、
そ
の
な
り
、
よ
び
か
帥
Uに
応
え
て
市
織
は
m
R
綱
領
パ
ン
フ
め
、
「
い
ま
す
ぐ
戦
闘
を
や
鉱
-
蚕
で
郷
鶴
岡
第
六
会
時

う
ち
3

人
が
初
m
m
で
し
平
和
運
動
の
集
ま
り
に
も
夢
な
ど
を
趨
砂
て
き
た
「
務
め
ず
ほ
し
い
」
と
臨
し
ま
し
を
回
線
レ
ま
し
?
」
。

社
会
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
島
え
り
が
畳
間
あ
れ
、
『
大
変
だ
砂

日
刊
紙
読
者
こ
う
拡
大
日
記
録
設
諮
問
誌
な
し

期
回
閣
ほ
む
内
定
砂
ど
」
と
m
・
入
党
の
よ
び
か
肢
が
力

委
「

F
A
X
ニ
ュ
ー
ス
』
で
特
集
m
し
て
く
れ
る
と
と
に
。
に

-
「
総
翠
陶
磁
可
美
八
至
福
区
の
鏑
木
(
ゆ

百
刊
紙
と
う
や
っ
て
舷
「
自
民
政
治
衰
え
さ
つ
」
と
し
持
率
金
が
減
ら
さ
れ
会
成
功
ヘ
カ
を
貸
し
で
ほ
レ
き
支
部
で
は
入
気
対
象
脅

さ
。
東
京
忽
餐
員
会
は
U

製
品
押
す
字
詰
が
穴
璽
と
の
衝
に
い
」
と
眠
え
に
幽
持
活
動
の
「
四
つ
の
犬

用
の
示
曹
日
刊
紙
続
者
寄
西
か
っ
す
げ
泉
院
東
京
訟
の
母
も
」
什
美
感
@
「
年
叡
鱒
旭
区
の
吉
田
竃
明
前
盟
を
鋭
闘
し
た
と
と
る
、

鉱
大
で
何
と
し
て
も
舗
道
し
a
g
候
補
は
湯
川
区
で
八
潮
金
を
織
ら
レ
て
い
る
の
も
白
区
織
勉
君
の
各
支
衝
で
略
す
ぐ
甥
喝
北
多
圃
賓
信
地

ょ
う
と
、
埼
却
日
付
あ
「

F

笠
郡
ど
符
働
じ
、
2
人
一
の
曲
目
昆
覚
康
治
で
す
。
み
ん
な
音
畏
い
日
腫
飯
館
者
に
正
面
ー
か
区
の
津
田
哲
富
田
ハ
小
平
市
)

A
X
-一
ュ
ー
さ
で
特
筆
者
を
盛
大
し
ま
し
た
。
し
い
。
立
ち
上
が
る
時
で
は
皇
室
よ
び
か
り
、

4

人
で
も
以
前
か
ら
入
鎗
を
鋤

し
て
い
ま
す
。
内
容
を
一
趨
た
び
?
内
又
覚
房
訴
え
て
な
い
で
し
去
っ
か
』
「
1
月
柑
M
m
m
し
て
い
ま
す
。
「
と
き
か
診
て
い
る
人
に
賞
大

錨
か
し
ま
す
。
ぎ
た
白
隠
飯
鰻
者
を
紡
句
に
賞
大
会
を
聞
き
志
す
。
共
ん
な
に
申
寵
普
じ
い
の
に
、
会
成
功
へ
の
応
畿
を
震
え
、

。
入
党
は
断

6
れ
ま
し
た
が
目
録
獲
が
組
織
的
に
前
進
で
き
何
で
軍
事
曹
札
お
金
を
管
つ
続
審
に
な
っ
て
も
ら
い
ま
し

.
政
治
と
砲
ら
し
を
由
ぢ
刊
紙
の
駿
m
を
お
願
い
し
ま
れ
ほ
自
民
貨
に
濁
臓
で
す
。
の
か
」
と
婦
関
政
指
へ
の
絹
弓

f・s・.. ー・耳目

園慰留悶悶
総選挙躍進

夫題関

式
で
、
自
分
@
曾
議
で
信
り
τ
γ
'

伝
わ
る
言
葉
を
「
る
お
婚
し
ぬ
と
i
一
章
受
分
か
り
ゃ
す
い
話
一

九

戸
院

高
校
生
に
学
ぶ
一
至
君
事
・
一
き
り
明
惑
が
警
弓
一

一

週
一

w
\

一
よ
く
考
え
た
各
一
定
的
だ
っ
器
健
康
純
一

一
四

Y
刷
、

霊
長
砲
事
一
自
分
き
と
で
し
た
一
要
。
私
た
ち
が
量
五
円
世

斗
f
J
L

塩
田
し
づ
江
(
喜
一
!
山
障
害
稲
一
会
華
社
会
獄
、
今
窓
会
一

二

j

ュ
フ
イ

護
憲
脅
す
議
前
一
義
・
た
き
じ
一
を
霊
す
る
と
と
ろ
に
あ
るい

「
町
t℃
、

で
の
蓄
の
シ
ー
ル
ア
ジ
ケ
r
i
l
l
-
-
i
-
の
で
な
くt
と
の
簡
が
資
本
一山

1・

F
H吋
，

h
ト

1
ト
の
取
り
組
み
に
務
加
し
の
掌
貨
を
挙
一
割
に
で

g
る
と
き
裏
窓
会
と
し
て
積
み
上
げ
一

ソ

F了

、
、

、

a
J
1
E
R
4
F

-

V
)一

b
a

，
嗣

ぎ
た
。
き
で
護
憲

g
g

軽
く
な
き
」
て
霊
童
皇
室
一
L

G

ゃ
一
方

色
「
(
査
警
は
〉
何
で
す
と
自
分
の
貫
主
え
な
が
置
の
立
埋
立
つ
毒
続
一
山
田

1
J

i

j
J
'
'

恥

ぎ
と
慣
が
れ
ま
し
常
義
理
費
発

Z
E
E

習
で
、
一…
E
X
\

又
/
経

「
J
e
s
t
-
ま
を
お
も
し
る
考
て
応
筆
力
を
ま
直
を
な
く
一

一

、
戸

/
4

つ
り
」
の
鱒
に
『
憲
章
き
芝
れ
ま
し
弓
す
た
め
広
利
用
し
て
い
え
ロ
.

に
残
る
ワ
ー
ド
に
し
て
ほ
し
み
ん
な
に
わ
か
る
言
語
婦
で
昆
奪
実
種
の
闘
で
も
弘
た
F
r
i
l
l
r
ト
ト
上
ド

I
I
I
-

ゎ
r
i
l
-
-

ド
か
じ

H
H

怜
わ
い
長

ぃ
。
伺
え
は
実
軍
嘗
と
伝
え
な
砂
れ
は
宣
伝
を
す
る
ち
が
た
た
か
っ
て
曹
司
掻
っ
違
点
を
、
さ
ら
に
押
し
上
げ
き
ょ
う
と
ひ
そ
か
に
決
寂
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
手
、
う

い
う
曾
寮
怯
適
む
な
ど
と
湾
臨
慣
が
あ
り
ま
せ
ん
可
今
後
た
湾
撃
曾
と
か
社
会
崎
市
民
た
さ
し
ろ
に
社
会
主
・
が
あ
し
、
滋
学
先
を
ヒ
ロ
シ
マ
に
し
た
閣
は
多
か
れ
少
な
か

の
憲
男
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
も
街
碩
重
伝
な
ど
で
生
か
し
的
扇
風
な
ど
、
信
麗
闘
な
側
る
」
の
道
事
を
、
し
っ
と
く
箆
決
め
ま
し
た
。
れ
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
従
民
と

が
、
窓
端
聞
に
濁
じ
な
い
の
だ
た
い
と
思
い
ま
す
。
m
を
さ
ら
に
前
滋
さ
せ
る
方
伝
し
て
ほ
し
い
と
蒋

ν
弓
そ
も
そ
も
、
他
国
の
原
隊
い
う
側
聞
を
持Fき
る
を
得

と
実
感
し
ま
し
有
向
に
社
会
学
嚢
が
あ
る
と
M
m
，
編
著
入
れ
る
な
ど
と
い
う
獄
い
と
思
い
ま
す

e

「
一
宮
墓F看
護
を
真
の
業
歪
嚢
ペ
誓
と
と
の
当
た
り
前
米
一
選
落
撃
を
お
ま
議
決
察
室
。
米
軍
は

5

軍
支
請
に
す
る
、
堂
々
と
語
ろ
う
の
E

蓄
ラ
主
要
新
墓
地
は
ノ
ー
で
ほ
あ
り
え
な
い
理
主
ま
す
ま
す
必
要
な
い
ぎ
る

g
・
慣
が
2
債
に
淘
え
る
の
に
少
な
く
「
仲
間
古
田
覚
博
文
句
は
思
い
ま
す
。
精
算
に
は
米
か
布
告
で
し
か
な
い
こ
と
が

よ
」
と
伝
え
る
と
「
じ
ゃ
あ
富
山
俸
高
岡
市
ば
か
り
嘗
っ
て
今
の
社
会
そ
広
店
眼
中
富
錨
太
思
を
受
砂
入
れ
て
い
る
国
は
は
っ
き
り
し
て
き
ま
し
た
。

反
対
!
反
対
よ
と
シ
ー
ル
稲
沢
湾
行
事
会
商
否
定
し
て
い
る
」
と
恵
袋
詰
邸
e
l
i
l
i
-
-
-
1
1
1
1
1
1
!
l

也
管
備
校
も
結
っ
て
く
れ
ま
し
富
山
市
で

U
周
回
目
、
日
憲
の
な
い
緩
解
を
生
む
遺
図
沼
野
宇
宙
新
湯
醤
観
察
承b
p
F
h

念
に
忽
い
窓
す
。
私
た
ち
の

た
白
ぞ
の
後
、
友
票
参
加
υ

妻
媛
富
安
霊
の
男
に
な
っ
て
い
安
要

J。
穏
を
貫
い
た
き

T
事
を
!
，
戸
、
u
-
M
園
地
績
で
は
鰐
人
会
も
な
く
な

で
く
る
と
、
主
撃
は
軍
さ
ん
議
会
が
あ
っ
男

E

よ
う
に
蚕
号
、
害
事
。
市

R
A内
Z
A

っ
て
い
る
の
華
人

『
蓄
貸
献
金
在
宅
待
慣
に
答
え
て
い
く
形
套

E

の
聾
罷
奇
襲
越
の
A
g
7
年
斗
守
o
a

き
で
す
。
皇
室
も
入

(
そ
の
蓄
を
使
っ
て
)
大
学
『
l
i

t
s

-
i
パ
l
a

-
-

l
i

l
i
-
-

l
i
l

t
9
馬
要
の
震
(
当
時
)
也
甜

F
J
、
圃
・
副
会
す
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